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講 座 名 英語科教育の実際 

主 な 

受講対象者 
中学・高校の英語科教員 

実 施 日 平成 24 年 8 月 10 日（金） 

開 講 時 間 6 時間 

会 場 熊本学園大学 

試験の方法 筆記試験 

①「語彙力：指導と評価」（担当：神本忠光） 

4技能の中核を担う語彙力とはいったい何か、習得するとはどういうことかを

再考することから始める。求められる語彙力を学習者に習得するにはどういっ

た指導法が必要か、またその能力を測定するにはどういう評価法が必要なの

かを、最近の第二言語語彙習得研究の動向と共に紹介する。 

②「英語授業での異文化教育」（担当：米岡ジュリ） 

今日の「国際語としての英語教育」では、英語圏の文化だけではなく、様々

な文化を紹介して理解してもらうことが重視されています。異文化コミュニケー

ションを図るため、自分の文化を説明できる能力、相手の文化に興味を示す

方法、会話を積極的に継続させるコツなど、様々な教育が含まれます。 

③「英米文化を背景とした英語教育」 （担当：吉田良夫） 

英米の文学や文化などに関する題材を使い、英語の背景にある歴史、文

化、社会などを理解し、そうして得られたさまざまな知識を、いかに有効に授業

で活用できるかを模索してみたい。また題材のもつ奥深さや興味深さなどを検

討し、英語力を高めていくための一助としたい。 

講 習 概 要 

④「動機づけ観点で英文法を考える」 （担当：林日出男） 

生徒から敬遠されることの多い英文法をあえて取り上げ、それがなぜ敬遠

されるのか、という点をまず考察する。関連する心理学上の動機付け理論を

紹介し、その枠組みでの対処法をさぐる。示されるヒントは、各現場に照らし合

わせてさらに具体化し活用していただきたい。 

そ の 他  

 


